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   The distribution of fungi in dried sea foods has been estimated, and the toxicity of culture 
filtrate extracts of isolates has been studied by the mouse intraperitoneal injection test and the chick 
embryo test. 
    1) Penicillium and Aspergillus were the main floras in the dried sea foods (fish meal, dried 
shaved fish, and dried fish), and  Cladospori  um, Mucor, Trichoderma,  Scopulari  opsis, Doratomyces and 
Alternaria were also detected in the foods. 
    2) Culture filtrate extracts of 28 strains of 100 isolates were toxic to mice. Of these toxic strains, 
13 strains and 12 strains belonged to Aspergillus and Penicillium respectively. Asp.  niger group, Asp. 
 flavus, P. citrinum, and P. trzebinskii of the species in which toxic strains were detected belonged to 
the main floras in the sea food specimens. 
    3) Seven strains of Asp. niger group (6 strains of Asp. awamori, 1 strain of Asp. ficuum), 2 strains 
of Asp. flavus and 1 strain of P. trzebinskii were potently toxic in both the mouse intraperitoneal 
injection test and the chick embryo test. Two strains of P. citrinum and 1 strain of P. trzebinskii were 
potently toxic in the mouse test.
糸状菌 は醗酵食 品,と くに味噌,醤 油 など醸造食品の
製造に,ま た,水 産加工食品で はカツオ節製造 におけ
る香味の改良 に利用 される。他方,糸 状菌の中にはマ
イコ トキシンを産生す る菌種が存在 する。麦角,黄 変
米な どのようにマイコ トキシン産生 糸状菌による穀類
あるいは飼料の汚染が古 くから知 られている(1)。 特
に最近はAspergillusお よび 、Asp.parasiticus
が代謝産物 として発ガ ン性 の強いアフラ トキシンを産
生す ることが判明 し,食 品のマイ コ トキシン産生糸状
菌 による汚染(2～4り が重視 されている。
水産乾燥食品 も,製 造 ・保存の管理が悪い場合 には,
.しばしば糸状菌が汚染 ・増殖 するにもかかわ らず,同
食品 中における有毒性糸状菌 に関する研究 は少ない。
著者 らは市販 の水産乾燥食 品,特 に,魚 粉 ・削 り節 ・
乾燥魚中における糸状菌の分布 を明 らかにし,更 に,
分離菌株の中から有毒性菌株 を検出 したので ここに報
告 す る。
実 験 方 法
1.供 試水産乾燥食品
1972年 の4月 か ら7月 にわたって長崎県下の店舗 か
ら購入 した魚粉16検 体,削 り節24検 体 および乾燥魚20
検体 の計60検 体 を供試 した。
2.糸 状菌の検 出法
入手直後の検体 および入手後25℃ 飽和湿度条件下 に
保持 し発バイさせ た検体の両者か ら糸状菌の検出を試
みた。魚粉 はその ままの ものを,削 り節および乾燥魚
は滅菌乳鉢中で磨砕 して粉状 にした ものを供試 した。
粉状試料1.09を 滅菌0.1%寒 天液9mlに 投入後,5分
間強 く振 とうした ものを試料懸濁液 とした。検出培地
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P6髭7伽π窺 20（21）　　19（12） 、4sρ．肥競6010γ 11（2）　　0（0）
P惚θδ加s履 14（2）　　　5（1） cθρψ勿〃脚 45（2）　　0（0）
Ps吻7嬬s∫〃zπ〃z 6（13）　　　4（2） ル1．αδ襯4αηs 3（1）　　0（0）
P60ηJo伽伽z 16（14）　　18（9） ル1．6ガ70吻〃。ゴ46s 4（2）　　0（0）
夙sカ．πα微s 16（2）　　　8（3） T々。疵卿 7（3）　　0（0）
Asρ．η忽εγgroup 27（5）　　　7（3）
・4畝ル忽鯉口∫ 6（4＞　　23（15） P活ゆπ耀3‘醜∫ 9（〈1）　　0（0）
Asρ．κs’πs 17（3）　　11（6） P加s卿 4（＜1）　　0（0）
且sρ．6例珈s 5（1）　　　4（3） Ps’010η㌍7襯 4（＜1）　　0（0）
〃．910δo∫麗s 18（1）　　　4（3） P．ご”箔θo．び〃∫4θ 3（＜1）　　0（0）
D．勿’忽嬬s 4（8）　　10（5） P加州s6撚履 8（＜1）　　0（0）
∫∂形砒α顔s 6（1）　　22（18） P1αηosκ初 3（〈1）　　0（0）
P加判θη伽s 7（〈1）　　0（0）
Aεμcoη勧s 0（0）　　　5（6） P名αごゴ∂o磁ガ 3（＜1）　　0（0）
Psπ6」厩囲’彪窺 6（〈1）　　0（0）
Pδ名ωガーご。〃ψαご’襯 3（2）　　　0（0） P’π7δα厩窺 6（〈1）　　0（0）
Ps伽〃os蹴 9（1）　　　0（0） 44．sρ勿6γosカ07κ∫ 6（〈1）　　0（0）
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Table 4. Detection of toxic strains in isolates from 
        dried sea foods by mouse intraperitoneal
        injection test and chick embryo test. 
                  Numbers of strains
 Fungi . Toxicity 
                      Slight or Total 
   tested potent Moderate negative  
Asp. niger 7*1(7)*2 0(0)  0(0) 7(7) 
  group*3 
Asp. flavus  2(2)  2(2)  1(1) 5(5) 
          (0) (5) (5) (10) 
Asp. conicus  1(0)  0(1)  0(0)  1(1) 
Asp.  tamarii 0 1 0 1 
 Total  10(9) 3(3+5) 1(1+5)  14(13+10) 
P.  citrinum  2  (0)  0  (2)  0  (0)  2  (2) 
    0 4 0 4
P. trzebinskii  2  (1)  0  (1)  0  (0)  2  (2) 
 0  0 2 2
P.  fellutanum  1(1)  0  (0)  0  (0) 1(1) 
P.  soppi 1(0) 0(0) 0(1) 1(1) 
P.  purpionscens 0 1 0 1 
P. jenseni 0 1 0 1 
 Total  6  (2)  6  (3)  2  (1)   14  (6) 
T. koningi  2(0)  0(0)  0(2) 2(2) 
 Geotrichum 0 1 0 1 
  canadidum 
 Others 0 0 69  69 
 Sum total 18(11) 10(6+5)  72(4+5)  100(21+10) 
Three mice (body weight  15-20 g) or 3 fecundated 
eggs were used for one strain. Ten mg of the culture 
filtrate extracts of isolates was injected into each 
mouse or egg. 
    Toxicity : Mouse intraperitoneal injection 
test, Potent  .. . . Two or 3 mice died, and body 
weight of a surviving mouse decreased ; Moderate  
.  . . Body weight of mice decreased or did not 
increased, and no or one mouse died ; Slight or 
 negative  .... Body weight of mice increased. Chick 
embryo test, Potent  .  .  .  . Embryos of 3 eggs died 
within 2  days  ;  Moderate  .... One or 2 embryos died 
within 3 days, and the others died during  4-.-8 days  ; 
Slight or negative  .  .  .  .Zero-----2 embryos survived for 
 3-7 days, and  1--3 eggs hatched. 
    * 1 : Mouse intraperitoneal injection test. * 
 2  : Chick embryo test.  *3  : Asp. niger group  .  .  .  . 
 Asp.  awamori (6  strains),  Asp.  _ficuum (1  strain).
 有毒性(マ ウス腹腔内注射)菌 株が検出 された13菌
種の うち,・4∫ρ.η卿 γ群,・4∫ρ.παθκ∫,P誹 廟 醐 お
よびP舵6伽s勧 は購入直後 および25℃ 飽和湿度後
を通 じて供試乾燥食品から検出 され,優 勢分布菌種 に
属 した。 また,そ れぞれ の菌種に強毒性菌株が認 めら
れた。従 って これらの菌種 は食品衛生上重要であると
思われる。特 にAsp.niger群 では分離7菌 株 すなわち
Asp.awamori6菌 株お よびAsp.ficuum1菌 株がい
ずれ も強毒性 を示 した。また,Asp.awamoriは カツオ
節に発生す る糸状菌の一つ(15)と され ている。
 Asp.niger群 の有 毒性 代 謝産物 として は,Asp.
nigerの場合 にはマ ル フ ォミン(16)お よび シュウ酸
(17)が報告 されている。 また,Asp.awamori,Asp.
ficuumお よびAsp.phoenicisも マル フォミンを産生
する(18)と 言われる。分離Asp.awamori菌 株培養 ろ
液か らのクロロホルムによる抽 出物質 を展開溶媒 とし
て クロロホルム:メ タノール(95:5)を 用いてキーゼ
ルゲルG薄 層板で展 開した場合,少 な くとも,マ ウス
腹腔内注射で速 やかに麻痺症状 を示すが致死作用が弱
い区分 と,麻 痺症状 は見 られないが致死作用の強 い区
分 と認 められた。シュウ酸は クロロホルムには不溶 【生
であるので,恐 らく,同 菌株の培養 ろ液抽出物 中には
シュウ酸以外の2種 以上の有毒性物質 を含む と思われ
る。 この点については今後詳細 に検討 を加える必要が
ある。
 分離Asp.flauus15菌 株中の2菌 株 は鶏胚法 で強毒
性 を示 し,ア フラ トキシン産生性 の疑い も持 たれ るが,
生物学的検査のみで は断定で きないので今後 の検討が
必 要 で あ る。分 離P.citrinum2菌 株 お よ びP.




 本報 において,分 離菌株 の培養 ろ液抽 出物の毒性 を
マウス腹腔 内注射法お よび鶏胚法によって試験 し,強
毒性 を有する18菌 株が検出された。 これら強毒性菌株
が水産乾燥食品中で増殖 した場合 にも同様 に有毒性 物質
を産生 し,ま た,経 口投与 した場合に も毒性 を示すか
どうか は今後 の研究に よらねばな らない。
        要     約
 市販の水産乾燥食品における糸状菌の分布 を明 らか
にし,更 に,分 離菌株 の培養 ろ液抽 出物の毒性 をマウ
ス腹腔内注射法お よび鶏胚法 によって試験 した。
 1)水 産乾燥食品(魚 粉,削 り節,乾 燥魚)に おい
てPenicilliumお よびAspergillus属 が優 勢的 に分布
した。Cladosporium,Mucor,Trichoderma,Scopu-
lariopsis,Doratomycesお よびAlternaria属 な ども検
出 された。
 2)分 離100菌 株の うち28菌 株がマウスに対 し毒性 を
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示 した。これ ら有毒性菌株の うち13菌 株がAspergillus
属,12菌 株がPenicillium属 であった。有毒性菌株が検
出され た菌種の うち,Asp.niger群,Asp.flavus, P.




trzebinskii1菌 株 はマウスおよび鶏胚に対 し強毒性 を
示 した。P.citrinum2菌 株お よびP.trzebinskii1菌
株 はマ ウスに対 し強毒性 であった。
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